
長井ダム周辺オープン化事業
みんながしあわせに暮らせる長井
～ずっと笑顔あふれるまち～

令和８年６月１１日

水源地域未来会議



最上川

置賜野川

置賜白川

長井ダム木地山ダム

磐梯朝日国立公園

山形県長井市の概要

●面積：214.67km2 （東京23区の約1/3）
●人口：26,564人（令和２年国勢調査）

【森林】 14,454ha
【農地】      2,919ha
【宅地】 945ha



重要文化的景観区域
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山形県長井市の概要（地勢）



竜神伝説～１０００年の舞～ながい黒獅子



木材加工の技術を生かし、
けん玉の生産が盛んになりました。

競技用けん玉生産量日本一！
長井市の市技はけん玉！

流し木置き場（沢の近くの平地）
昭和28年（1953年）頃撮影

流し木～木工産業～けん玉～世界へ
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山形県長井市の歴史

↑ 最上川舟運の最上流河岸（川港）

↑国の重要
文化的景観
に選定（平
成30年2月）
↓

２

ー最上川舟運と長井の発展― 水の流れが築いたまちの物語ー

1700年代、物資を運ぶもっとも重要な手段は「船」でした。置賜地域は、最上川を利
用した舟運により米や紅花、青苧、絹糸、大豆などを海まで運び、大阪や京都の市場
と繋がる重要な最上流部の「川の港町」として栄えました。上方からの文化を運ぶ
「道」でもありました。米沢藩の流通の拠点として、商業が発展し、町場が形成され
ました。1,900年代にはいると、鉄道の開通によって舟運の役割は次第に失われました。



（一社）やまがたアルカディア観光局とは

６

1878年（明治11年）、
英国人女性旅行家イザベ
ラ・L・バードは、著書
『日本奥地紀行
（Unbeaten Tracks in 
Japan）』の中で置賜盆
地に広がる農村の風景を
目にし「東洋のアルカ
ディア」高く称えたこと
から、この素晴らしい郷
を子どもたちに繋ぐ取り
組みをしたいとDMOの
名称に入れました。

「アルカディア」の由縁

やまがたアルカディア観光
局は、２市３町の連携
DMOです。
（長井市・南陽市・白鷹町
・飯豊町・小国町）

◆ミッション 「東洋のアルカディアを子どもたちへ」

◆ビジョン 「日本最強のローカル」

◆ブランドコンセプト 「やまがたアルカディア～新たな自分に出逢える郷山」



ダム型式：重力式コンクリートダム
（東北有数の大規模ダム、堤体高さは県内一！）

堤高：125.5 m

堤頂長：381.0 m

堤体積：１２０万 m³

総貯水容量：5,100万 m³
利水容量：2,100万㎥
洪水調節：２，７００万㎥

利用目的：洪水調節・不特定利水・ かんがい・上水道・発電
着工年/竣工年：昭和５４年/平成２３年

ダムの概要 ～長井ダム諸元 ながい百秋湖～

７

２００６年全国から公募でダム湖の名称を決定しま
した。長野県安曇野市在住の方が応募した名称を採
用。由来は、古事記の一節に
「豊葦原之千秋長五百秋之水穂」
(とよあしはらのちあきのながいほあきのみずほの)
から引用したものです。
稲穂の実る美しい国土が、千年も五百年もいつまで
もという意味です



長井ダム水辺空間のオープン化（都市・地域再生等利用区域の指定Ｒ2.2.20）
～にぎわいのある水辺空間の創出を推進～

区域の指定後のフロー図（簡易版）

河川管理者

長井市

占用申請 許可

地域の協議会 民間事業者

使用契約
意 見
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長井市

河川法第２４条及び第２６条第１項の規定により一時占用の許可を申請

河川管理者

使用契約

民間事業者

・（一社）やまがたアルカディア観光局

・（特）最上川リバーツーリズムネットワーク

地域の協議会（長井ダム水源地域ビジョン推進会議）

意 見 山形県、長井ダム管理支所、地区長、地域コミセン、
地域の小学校、植物愛好会、共有地組合、民間事業者

一般利用者
(河川の自由使用）

長井ダム管理事務所に湖面利用を申請

個人でカヌーやSUPを楽しむ



野川まなび館
●

●
①合地沢湖面広場

②折草沢管理用通路 ●

④長井ダム堤体下流広場
エレベーター塔１Ｆ、エレベーター、
クロスギャラリー、下流広場

●

③展望所・展望所前広場

三淵渓谷方面
祝
瓶
山
方
面

市
街
地
方
面

熊野山方面

ダム見学ツアー（予約制）
（一社）やまがたアルカディア観光局

ながい百秋湖まつり開催 長井ダム水源地域ビジョン推進会議

飲食物等の提供 公募中水陸両用バス
遊 覧 船
SUP／水上自転車
（一社）やまがたアルカディア観光局

●

道
照
寺
平

長井ダム「親水エリア」
※ 湖面は自由使用

三淵渓谷ボートツーリング
（特）最上川リバーツーリズムネットワーク

●

長井ダム水辺空間のオープン化（都市・地域再生等利用区域の指定Ｒ2.2.20）
～にぎわいのある水辺空間の創出を推進～

東北初

区域の指定後のフロー図（簡易版）

河川管理者

長井市

占用申請 許可

地域の協議会 民間事業者

使用契約
意 見

９

アクティビティ拠点施設



長井ダム貯水池平面図水辺空間のオープン化 活用位置図

三淵渓谷

合地沢
湖面広場

折草沢



▲合地沢湖面広場①－１
R6三淵渓谷ボートツーリング実績
運行日数 69日
乗舟人数 2,654人

※R5実績 78日2,011人

▲折草沢管理用通路②－１
R6水陸両用バス実績
運行日数 17日
乗舟人数 781人
※R5実績 12日855人

▲折草沢管理用通路②－２
R4 ～R6遊覧船実績
豪雨の影響で開催できず
※R3実績 22日2,083人

▲折草沢管理用通路②－３
R6 SUP・水上自転車実績
事業実施日数10日
体験人数 50人
※R5実績 4日46人

▲長井ダム堤体下流広場④
R6長井ダム見学実績 228人
※他、百秋湖まつりでの探検隊（65
人）を実施。
※R5実績175人

▲展望所及び展望所前広場③
R6実績（百秋湖まつりイベント利用）
来場人数 約600人
※R5実績 約600人

【R６】長井ダム周辺オープン化関連事業実績（一覧）
令和６年12月10日

長井市地域づくり推進課

▲合地沢湖面広場①－２
R6三淵渓谷カヌーツアー実績
運行日数 28日
乗舟人数 108人
※R5実績 42日108人

長井ダム周辺 オープン化事業一覧

▲竜神大橋
R６ バンジージャンプ実績
事業実施日数 2日
体験人数 55人
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令和3年10月31日時点

来訪者の動向と傾向

▼紅葉の時期には、
県公式観光サイトの
アクセスランキングで上位に

▼テレビ番組などでも多く取り上げ
られ、知名度向上に繋がった。

令和５年度 令和６年度

三淵渓谷ボー
トツーリング

2,011人
（78日）

2,654人
（69日）

三淵渓谷カ
ヌーツアー

182人（42日） 108人（28日）

水陸両用バス
855人（12日） 781人（17日）

SUP・水上自
転車 46人（4日） 50人（10日）

長井ダム見学
ツアー

175人 228人

ながい百秋湖
まつり 600人（2日） 600人（1日）

バンジー
ジャンプ

ー 55人

【オープン化事業実績】
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※水陸バス最大はR3年 4807人



（一社）やまがたアルカディア観光局 アクティビティ事業の様子
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野川まなび館(旧長井ダムインフォメーションセンター）を拠点とした体験事業を実施

１４

（一社）やまがたアルカディア観光局 下流でのアクティビティ

いしぶちバギーチャレンジ シャワークライミング体験

間伐材で雪板づくりワークショップ i



熊野山夜明けトレック（2020～） 百秋湖まつりでのライトアップ＆ナイトトレック

（一社）やまがたアルカディア観光局 その他の取り組み

１５



長井ダム流域の住民や活動団体で組織する「長井ダム水
源地域ビジョン推進会議」が主体となり実施。流域の連携
と活性化に繋がっている。（地元代表や行政関係機関等で構成）

↑長井ダム展望所前広場
でのステージイベント

←長井ダム水源地域ビジョン
推進会議の様子

長井ダム水源地域ビジョン推進会議 ～ダムをもっと身近に～

←子どもたち大集合！
展望所でミニ四駆大会
「第1回百秋湖カップ」

１６



ご清聴ありがとうございました。

これからも、まちとダムを繋ぎながら、地域活性化と
持続可能な観光地域づくりを目指し取り組んでいきます。

©鈴木 亮
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